




①教育課程の接続（小中一貫教育の接続） 

②計画的な乗り入れ授業の実施 

③あいさつ運動の定例化 

④合同出前授業の充実（小６中学校登校日） 

１．小中一貫教育の充実 



①不登校への対応の強化（Q-Uデータの共有） 

②保護者、外部機関との連携強化 

 （SC、まっく子どもカウンセラーの活用） 

２．生徒指導の充実 

３．特別支援教育の充実 

①進路を見通した小中一貫教育の視点からの 

 特別支援教育 



①地域学校協働活動の整理と地域への発信 

 （地域学校協働活動について教育計画や教育  

  活動に位置付け） 

４．コミュニティースクールの推進 

５．働き方改革の推進 

①校務支援システムの活用 

②中学校部活動の地域移行の調査や研究 



さつない学園の活動 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



まなび部 
小中一貫カリキュラム・学習規律部会  

・小中一貫カリキュラム 
 ⇒全ての教科について取り上げる  

①夏休み前 
 ⇒中学校の各教科担当者が各教科での課 
  題や小学校での取組についての質問・ 
  要望などをあげる。  



まなび部 
小中一貫カリキュラム・学習規律部会  

  ②夏休み後 
 ⇒小学校で中学校から上がってきたもの 
  を検討して、各教科等の小中単元配当 
  表（昨年度作成）に課題や小中のかか 
  わりやつながりを記入  



まなび部 
小中一貫カリキュラム・学習規律部会  

  
①さつない学園全体研修会 
②実践交流会 
③乗り入れ授業 
④授業参観交流  

課題等を意識して参観し、 

交流する場を設ける 



まなび部 
   「春休み学び講座」  
こころ部 
   「小中合同あいさつ運動」  



まなび部  
乗り入れ授業部会による授業参観 

まなび部 
小中一貫カリキュラム・学習規律部会  

中学校教諭が気軽に参観でき  
る体制づくり 

リモートで部会をもつなど、先生方
の打合せ等の時間短縮・負担軽減へ 







地域学校協働本部の整備に向けて 


